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３
・
２　

台
湾
車
が
対
日
輸
出
へ

　

フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
に
よ
る
と
、
台
湾
の

自
動
車
メ
ー
カ
ー
福
特
六
和
は
、
来
年
か
ら
日
本
市

場
向
け
に
マ
ツ
ダ
の
「
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
」
を
逆
輸
出

す
る
。
台
湾
車
が
日
本
に
輸
出
さ
れ
る
の
は
初
め
て
。

３
・
４　

台
北
市
長
が
都
知
事
を
表
敬
訪
問

　

来
日
し
た
馬
英
九
・
台
北
市
長
が
首
都
外
交
。
石

原
慎
太
郎
知
事
を
表
敬
訪
問
し
た
。

３
・
６　

マ
ラ
ソ
ン
で
日
本
選
手
が
男
女
優
勝

　

東
呉
国
際
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン（
台
北
市
）の
二
十

四
時
間
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
競
技
の
男
女
で
、
日
本
の
関

家
良
一
さ
ん
と
藤
田
直
美
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
。

３
・
３　

日
本
屏
東
会
が
三
十
九
回
目
の
訪
台

　

戦
前
、
屏
東
に
居
住
し
て
い
た
日
本
人
団
体
「
日

本
屏
東
会
」
の
メ
ン
バ
ー
二
十
二
名
が
三
十
九
回
目

の
訪
台
。
屏
東
県
政
府
な
ど
を
訪
れ
歓
迎
さ
れ
た
。

３
・
14　

反
国
家
分
裂
法
に
懸
念
表
明

　

中
国
の
全
人
大
が
反
国
家
分
裂
法
を
採
択
し
た
こ

と
に
関
し
て
細
田
博
之
官
房
長
官
は
、「
我
が
国
は

一
貫
し
て
（
台
湾
問
題
の
）
平
和
的
解
決
以
外
の
い

か
な
る
解
決
方
法
に
も
反
対
だ
」
と
述
べ
た
。

３
・
15　

台
湾
問
題
の
国
際
化
に
期
待

　

外
交
部（
外
務
省
）は
施
政
報
告
で
、
昨
年
の
日
本

の
「
防
衛
計
画
の
大
綱
」
が
初
め
て
中
国
軍
の
動
向

を
警
戒
す
る
必
要
性
を
示
し
、
二
月
に
日
米
が
共
通

戦
略
目
標
に
台
湾
問
題
を
含
め
た
こ
と
等
の
動
き
に

触
れ
、
台
湾
問
題
の
国
際
化
に
期
待
感
を
示
し
た
。

３
・
18　

沖
縄
の
米
が
台
湾
へ
初
出
荷

　

琉
球
食
糧
（
那
覇
市
）
は
ウ
コ
ン
、
ゴ
ー
ヤ
ー
、

長
命
草
で
着
色
し
た
無
洗
米
五
ト
ン
を
台
湾
に
初
出

荷
。
健
康
食
品
と
し
て
百
貨
店
が
販
売
す
る
。
沖
縄

の
商
業
ベ
ー
ス
で
の
米
輸
出
は
初
め
て
。

３
・
20　

人
気
の
台
北
―
香
川
・
鳥
取
便

　

台
湾
の
エ
バ
ー
航
空
は
昨
春
に
続
き
、
台
北
と
香

川
・
鳥
取
を
結
ぶ
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運
航
を
開
始
。

四
月
二
十
三
日
ま
で
二
十
三
往
復
四
十
六
便
運
航
す

る
。
台
湾
人
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
当
初
の
計

画
の
三
倍
の
増
便
と
な
っ
た
。

３
・
24　

台
湾
向
け
超
大
型
船
の
進
水
式

　

三
菱
重
工
業
神
戸
造
船
所
で
台
湾
の
エ
バ
ー
グ
リ

ー
ン
グ
ル
ー
プ
向
け
超
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
（
七
万
四

七
〇
〇
ト
ン
）
の
進
水
式
。
同
造
船
所
の
建
造
船
で

は
過
去
最
大
。
完
成
は
九
月
の
予
定
。

３
・
25　

台
北
の
バ
ス
に
函
館
観
光
の
車
体
広
告

　

毎
日
新
聞
に
よ
る
と
、
北
海
道
観
光
連
盟
は
台
北

市
と
台
北
県
の
路
線
バ
ス
五
十
台
の
車
体
で
函
館
観

光
を
宣
伝
広
告
中
。
長
さ
九
メ
ー
ト
ル
の
広
告
に
は

函
館
山
の
夜
景
や
五
稜
郭
公
園
な
ど
が
。

３
・
25　

村
の
式
典
に
台
湾
の
姉
妹
都
市
か
ら

　

福
島
県
玉
川
村
の
合
併
五
十
周
年
式
典
に
、
同
村

と
姉
妹
都
市
関
係
を
結
ぶ
南
投
県
鹿
谷
郷
か
ら
、
陳

錫
悟
郷
長
以
下
二
十
八
名
が
出
席
し
た
。

３
・
25　

山
形
県
産
酒
が
台
湾
輸
出
へ　
　

　

山
形
県
酒
造
組
合
は
、
台
湾
の
大
手
ワ
イ
ン
輸
入

業
者
「
星
坊
酒
業
」
と
の
間
で
、
県
産
統
一
ブ
ラ
ン

ド
の
大
吟
醸
酒
「
山
形
讃
香
」
を
輸
出
す
る
こ
と
で

合
意
し
た
と
発
表
し
た
。
初
出
荷
は
五
月
の
予
定
。

３
・
26　

反
分
裂
法
に
反
対
す
る
日
台
国
民
集
会　

　

中
国
の
反
国
家
分
裂
法
に
反
対
す
る
台
北
で
の
百

万
人
デ
モ
に
呼
応
し
、「
中
国
の
台
湾
侵
略
に
反
対

す
る
日
台
国
民
集
会
」
が
都
内
で
。
日
台
の
提
携
強

化
を
参
加
者
約
四
百
名
が
決
議
し
た
。

３
・
28　

代
表
処
が
福
岡
沖
玄
海
地
震
で
義
捐
金

　

駐
日
代
表
処
の
陳
鴻
基
副
代
表
は
山
崎
広
太
郎
福

岡
市
長
を
訪
れ
、
福
岡
沖
玄
界
地
震
の
被
災
者
へ
の

義
捐
金
二
百
万
円
を
寄
贈
。
同
市
は
台
湾
大
地
震
の

際
、
見
舞
金
百
万
円
を
贈
っ
て
い
る
。

４
・
１　

盛
岡
で
台
湾
水
墨
画
家
の
書
画
展

こ
れ
か
ら
の
日
本
と
台
湾
が
見
え
て
く
る

日
台
交
流
日
録 

⑹
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岩
手
県
民
会
館
で
、
台
湾
の
水
墨
画
家
、
朱
振
南

氏
の
作
品
を
展
示
す
る
友
好
書
画
展
。

４
・
２　

ス
ー
パ
ー
で
台
湾
農
産
品
コ
ー
ナ
ー

　

台
湾
貿
易
セ
ン
タ
ー
は
ス
ー
パ
ー
の
ボ
ン
ラ
パ
ス

西
新
店
（
福
岡
市
）
に
台
湾
農
産
品
コ
ー
ナ
ー
を
開

設
。
果
物
、
茶
葉
な
ど
を
十
二
月
ま
で
販
売
す
る
。

４
・
３　

台
連
日
本
支
部
が
発
足　

　

台
湾
団
結
連
盟
（
台
連
）
の
蘇
進
強
主
席
は
日
本

李
登
輝
友
の
会
総
会
席
上
、
日
台
間
の
新
パ
イ
プ
と

し
て
日
本
支
部
（
林
建
良
代
表
）
の
設
立
を
宣
言
。

４
・
４　

中
国
に
手
を
貸
す
Ｅ
Ｕ
を
批
判

　

石
原
慎
太
郎
都
知
事
は
産
経
新
聞
の
コ
ラ
ム
で
、

台
湾
侵
略
を
目
指
す
中
国
へ
の
Ｅ
Ｕ
に
よ
る
武
器
輸

出
解
禁
の
動
き
を
批
判
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
か
つ
て

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
同
じ
民
族
故
に
と
強
行
し
た
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
併
合
の
歴
史
を
熟
知
し
て
い
る
は
ず
」と
。

４
・
５　

愛
知
万
博
は
台
湾
博
の
モ
デ
ル
に
な
る

　

台
湾
紙
「
中
国
時
報
」
で
成
功
大
学
建
築
学
部
の

徐
明
福
教
授
は
、
愛
知
万
博
が
「
自
然
と
の
共
生
」

と
の
テ
ー
マ
で
海
外
の
注
目
を
集
め
て
い
る
点
に
触

れ
、
将
来
の
台
湾
博
覧
会
の
モ
デ
ル
に
な
る
指
摘
。

４
・
５　

台
連
訪
日
団
が
靖
国
神
社
を
参
拝

　

台
湾
人
戦
歿
者
慰
霊
の
た
め
、
蘇
主
席
や
立
法
委

員
（
国
会
議
員
）
ら
台
連
の
訪
日
団
が
靖
国
神
社
を

参
拝
し
た
。
台
湾
の
政
党
党
首
の
参
拝
は
初
め
て
。

４
・
６　

教
育
部
長
「
靖
国
参
拝
は
当
然
の
こ
と
」

　

台
連
訪
日
団
の
靖
国
神
社
参
拝
に
つ
い
て
、
杜
正

勝
・
教
育
部
長
（
文
科
相
）
は
立
法
院
で
「
台
湾
同

胞
の
犠
牲
者
に
思
い
を
致
す
の
は
当
然
」
と
発
言
。

こ
れ
に
騒
然
と
し
た
統
一
派
メ
デ
ィ
ア
に
は
毅
然
と
、

「
追
悼
が
大
切
。
騒
ぎ
立
て
ず
、
公
正
に
」。

４
・
６　

李
登
輝
氏
が
台
連
訪
日
団
に
感
謝

　

訪
日
を
終
え
た
台
連
訪
日
団
一
行
は
李
登
輝
氏
を

訪
問
し
、
安
倍
晋
三
氏
や
石
原
慎
太
郎
氏
ら
と
の
会

見
な
ど
を
報
告
。
李
氏
は
一
行
の
成
果
を
評
価
し
、

慰
労
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

４
・
７　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
加
盟
支
持
を
訴
え
訪
日
団

　

台
湾
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
加
盟
の
支
持
を
訴
え
る
た
め
来
日

し
た
呉
樹
民
・
国
策
顧
問
ら
訪
問
団
が
都
内
で
記
者

会
見
。「
ア
ジ
ア
で
日
本
の
影
響
力
は
大
き
い
。
今

年
も
支
持
表
明
で
波
及
効
果
を
」
と
訴
え
た
。

４
・
７　

原
住
民
遺
族
が
反
靖
国
活
動
に
抗
議

　

靖
国
神
社
訴
訟
を
起
こ
し
、
台
湾
人
戦
歿
者
の
御

霊
「
返
還
」
を
求
め
る
高
金
素
梅
立
法
委
員
の
事
務

所
に
、
高
砂
義
勇
隊
員
（
原
住
民
）
の
遺
族
約
五
十

人
が
抗
議
に
押
し
か
け
、「
英
霊
を
政
治
の
道
具
に

す
る
な
」「
ま
ず
遺
族
の
意
向
を
聞
け
」
と
訴
え
た
。

４
・
８　

台
湾
人
元
日
本
兵
も
反
靖
国
を
許
さ
ず　

　

台
連
訪
日
団
の
靖
国
神
社
参
拝
に
抗
議
す
べ
く
、

高
金
素
梅
立
法
委
員
が
統
一
派
団
体
な
ど
約
二
百
名

と
共
に
台
連
本
部
前
で
デ
モ
。
そ
こ
へ
元
日
本
兵
な

ど
老
世
代
約
五
十
名
が
台
連
防
衛
の
た
め
現
地
に
。

４
・
９　

マ
ラ
ソ
ン
交
流
で
調
印

　

Ｎ
Ａ
Ｈ
Ａ
マ
ラ
ソ
ン
の
翁お

長な
が

雄た
け

志し

・
大
会
長
（
那

覇
市
長
）
と
、
台
北
県
の
金
石
国
際
マ
ラ
ソ
ン
の
張

子
敬
・
大
会
長
代
理
が
相
互
の
参
加
促
進
な
ど
を
謳

っ
た
協
議
書
に
調
印
。
昨
年
の
Ｎ
Ａ
Ｈ
Ａ
マ
ラ
ソ
ン

に
は
約
百
五
十
人
の
台
湾
人
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
て

い
る
。

４
・
12　

旧
新
竹
州
の
中
学
同
窓
会
が
最
終
総
会

　

日
本
時
代
の
新
竹
州
の
各
中
等
学
校
合
同
同
窓
会

で
あ
る
「
新
竹
会
」
の
最
終
総
会
が
都
内
で
。

４
・
13　

台
湾
最
大
級
の
風
力
発
電
機
受
注

　

豊
田
通
商
が
台
湾
で
最
大
級
の
風
力
発
電
機
二
十

三
基
（
約
五
十
億
円
）
を
受
注
。
平
成
十
八
年
秋
、

彰
化
県
西
海
岸
の
工
業
地
区
に
完
成
の
予
定
。

４
・
13　

八
田
與
一
氏
の
ド
ラ
マ
が
撮
影
へ

　

産
経
新
聞
に
よ
る
と
、
台
湾
の
中
華
テ
レ
ビ
は
五

月
、
日
本
時
代
に
嘉
南
大
圳
を
完
成
さ
せ
た
日
本
人

技
師
、
八
田
與
一
氏
と
外
代
樹
夫
人
の
生
涯
を
描
く

Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
「
水
色
嘉
南
」
の
撮
影
を
開
始
す
る
。

放
送
は
来
年
五
月
か
ら
。
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４
・
13　

林
志
玲
さ
ん
が
日
本
デ
ビ
ュ
ー

　

台
湾
の
ト
ッ
プ
モ
デ
ル
の
林
志
玲
さ
ん
が
日
本
で

の
タ
レ
ン
ト
デ
ビ
ュ
ー
を
発
表
。

４
・
15　

日
台
で
中
国
情
報
の
共
有
を

　

中
国
で
の
反
日
デ
モ
に
関
し
、
黄
昭
堂
・
前
総
統

府
国
策
顧
問
は
産
経
新
聞
で
、「
中
国
の
行
動
に
関

し
日
米
台
は
情
報
の
共
有
を
急
ぐ
べ
き
だ
」と
し
て
、

中
国
監
視
網
に
台
湾
を
加
え
る
よ
う
訴
え
た
。

４
・
15　

富
山
に
観
光
視
察
団

　

台
湾
の
航
空
会
社
や
旅
行
業
者
ら
が
立
山
黒
部
ア

ル
ペ
ン
ル
ー
ト
な
ど
の
県
内
観
光
地
視
察
で
富
山
空

港
に
到
着
し
、
斎
田
道
男
副
知
事
や
県
観
光
連
盟
関

係
者
が
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
。

４
・
16　

嘉
義
郡
役
所
の
保
存

　

嘉
義
市
で
日
本
時
代
の
郡
役
所
の
建
物
（
現
市
政

府
北
棟
）
の
取
り
壊
し
に
反
対
し
、
文
化
遺
産
と
し

て
保
存
を
求
め
る
市
民
活
動
が
建
物
前
で
行
わ
れ
た
。

４
・
17　

誘
客
で
観
光
予
約
が
殺
到

　

朝
日
新
聞
長
野
版
に
よ
る
と
、
長
野
県
飯
田
市
は

親
日
家
の
多
い
台
湾
に
誘
客
活
動
を
展
開
し
た
結

果
、
四
、
五
月
の
二
カ
月
で
約
二
千
泊
分
の
宿
泊
予

約
が
取
れ
た
。
県
内
初
の
高
校
修
学
旅
行
も
二
件
。

４
・
22　

台
湾
で
の
ラ
ー
メ
ン
事
業
計
画

　

ハ
チ
バ
ン
（
金
沢
市
）
は
台
湾
で
「
８
番
ら
ー
め

ん
」「
ら
ー
め
ん
元
八
」な
ど
を
年
内
に
三
店
舗
開
き
、

五
年
内
に
五
十
店
舗
、
最
終
的
に
は
二
百
店
舗
の
展

開
を
目
指
す
と
発
表
し
た
。

４
・
20
〜
24　

和
太
鼓
公
演
が
大
好
評

　

ア
マ
チ
ュ
ア
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
「
御
花
泉
」
が
台

湾
公
演
。
迫
力
あ
る
演
奏
で
、
ど
の
会
場
も
熱
気
に

包
ま
れ
、
大
好
評
を
博
し
た
。

４
・
25　

愛
知
万
博
に
台
湾
原
住
民
が
登
場

　

愛
知
万
博
で
高
雄
市
原
住
民
委
員
会
の
南
島
大
使

団
が
歌
舞
を
披
露
。

４
・
25　

Ｊ
Ｒ
脱
線
事
故
で
台
湾
が
慰
問
電
報

　
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
の
脱
線
事
故
で
多
数
の
死
傷
者
が

出
た
こ
と
を
受
け
、
陳
水
扁
総
統
、
謝
長
廷
行
政
院

長
、
陳
唐
山
外
交
部
長
は
日
本
政
府
に
慰
問
電
報
。

４
・
27　

反
中
デ
モ
参
加
の
台
湾
人
を
好
意
的
に

　

週
刊
新
潮
が
グ
ラ
ビ
ア
で
、
李
登
輝
氏
の
写
真
や

「
日
本
を
い
じ
め
る
な
」
と
書
い
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を

持
っ
て
都
内
の
反
中
国
デ
モ
に
参
加
し
た
在
日
台
湾

人
を
、「
感
謝
す
べ
き
」
と
好
意
的
に
紹
介
。

４
・
27　

台
湾
の
テ
レ
ビ
も
旭
川
ロ
ケ

　

テ
レ
ビ
ロ
ケ
を
支
援
す
る
旭
川
市
で
昨
年
度
、
台

湾
二
社
の
撮
影
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
。

４
・
27　

生
ま
れ
変
わ
る
日
本
時
代
の
演
武
場

　

中
国
時
報
に
よ
れ
ば
、
高
雄
市
文
化
局
は
こ
の
ほ

ど
日
本
時
代
の
武
徳
殿（
演
武
場
）の
全
面
修
復
を
終

え
た
。
市
内
の
剣
道
連
盟
に
経
営
を
委
託
し
、
七
月

に
文
化
施
設
と
し
て
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
方
針
。
日
本

文
化
に
触
れ
る
場
所
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

４
・
27　

修
学
旅
行
で
日
本
の
生
徒
と
交
流

　

台
湾
の
国
立
大
里
高
校
の
修
学
旅
行
団
が
長
野
県

の
飯
田
女
子
高
校
を
訪
問
し
、華
道
、茶
道
、弓
道
、

そ
ば
の
手
打
ち
な
ど
で
交
流
し
た
。

４
・
28　

交
流
協
会
台
北
所
長
に
叙
勲

　

陳
水
扁
総
統
は（
財
）交
流
協
会
の
内
田
勝
久
台
北

事
務
所
長
に
大
綬
景
星
勲
章
を
授
与
。「
在
任
三
年

間
の
台
日
関
係
は
最
も
良
好
。
台
湾
で
の
天
皇
誕
生

日
祝
賀
会
の
開
催
、
森
前
首
相
の
訪
台
な
ど
大
進
展

し
た
」
と
、
内
田
氏
の
功
績
を
評
価
。

４
・
29　

台
湾
人
に
旭
日
中
綬
章

　

日
本
語
教
育
の
発
展
に
寄
与
し
た
と
し
て
、
台
湾

の
蔡
茂
豊
氏（
71
）が
旭
日
中
綬
章
を
受
章
。
台
湾
の

受
章
者
は
断
交
後
初
め
て
。

４
・
30　

「
台
湾
も
対
象
」
と
異
例
の
外
相
明
言

　

町
村
外
相
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、「
も
と
も
と
台

湾
は
日
米
安
保
条
約
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
」
と
明

言
し
た
。
政
府
は
こ
れ
ま
で
中
国
へ
の
配
慮
で
明
言

を
避
け
て
お
り
、
外
相
と
し
て
は
異
例
の
発
言
だ
。

 

【
永
山
英
樹
】
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